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【研究目的】犬や猫などの愛玩動物は、リケッチア、ウイルスなどの病原体が感染していることがあ

る。それらの多くは、人獣共通感染症であり、場合によってはヒトに重篤な被害をもたらすこともあ

る。ヒトと身近に暮らす犬や猫などにおける SFTS ウイルス（SFTSv）や日本紅斑熱などの病原体

を調べることにより、群馬県内におけるそれらの実態を明らかにし感染症の防止および飼い主や

取り扱う事業者等における適切な啓発につなげていくことを目的とする。   

  

【研究の必要性】近年、地球温暖化の影響もあり全国的にダニ媒介性感染症が発生しており、こ

れまで西日本でしか見られなかった感染症が東日本でも見られるようになってきている 1)。SFTS

に関しては、群馬県でもマダニからの抗原検出および野生シカから抗体が検出された報告がある。

さらに、2021 年 3 月に静岡県での発生が報告されており関東地域においても SFTS が発生する

可能性は高まっていることから、早期にその対策を講じる必要がある。 

 

【研究計画】本研究では、群馬県内における犬や猫などの愛玩動物とダニ媒介性感染症の関係

を調べる目的で、保護・収容された犬や猫に付着しているダニおよび動物の血清中の抗原を調

べることで群馬県内におけるダニ媒介感染症の状況を把握することを目的とする。研究では、群

馬県動物愛護センターに保護・収容されたイヌおよびネコから血液を採取し、血清分離後に凍結

保存して検体とする。血清は、採取後臨床所見や収容場所などとともに記録保存する。検体 

200µl から QIAamp DNA Mini kit (QIAGEN)を使用し DNA を抽出し、検体 140µl から

QIAamp Viral RNA Mini kit (QIAGEN)を使用し RNA を抽出した。SFTSv の S 分節 S 領域特

異的および日本紅斑熱などのリケッチア属の 17kDa タンパク質をコードする遺伝子領域の PCR

法による病原体の検索およびシークエンス解析を行い、詳細な解析を行う。 

 

【実施内容・結果】2020 年 9 月から 2022 年 2 月の間に群馬県動物愛護センターに、保護収容さ

れた猫 37 検体（♂12頭、♀22 頭、不明 3 頭）および犬 52 検体（♂32頭、♀20 頭）を対象として血

清を採取した（表 1）。収容時において猫にはマダニの咬着は確認できなかった。一方、犬では

フィラリアの寄生が 5 頭に認められたが、マダニの寄生は確認できなかった。集められた犬および

猫から血清を採取し、検体とした。検体から遺伝子を抽出し SFTSv および日本紅斑熱などのリ

ケッチアを対象とし PCR 法を用いて検査を行った。結果として、SFTSv および日本紅斑熱などの



リケッチア遺伝子は検出されなかった。

表1　検査頭数

年

月 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2

2 1 4 2 1 1 1 2 1 2 3 6 6 5 37

1 8 5 2 4 3 2 2 1 2 10 8 4 52

合計

ネコ

イヌ

2020 2021 2022

 

【考察と今後の課題】今回の調査では、マダニ媒介感染症である SFTSv および日本紅斑熱など

のリケッチアは、検出されなかった。SFTSv は、2013 年に山口県で国内初症例が発生し 2）、国内

では 4～10 月頃を中心に年間数十例の患者の届出がある。これまでに千葉県でも患者が確認さ

れており 3)、今後、東日本において感染が拡がることが懸念されている。本研究においては、調

査頭数が、全体で 89 頭であり、犬における抗体保有状況は 12%程度であるとする報告もあること

から、群馬県内において SFTSv の浸潤はそれほど大きくないと考えられる 4)。一方、今回の調査

ではウイルスの遺伝子検査のみであったため、他の調査方法や動物を含めて調査を継続してい

く必要があると考えられる。また、日本紅斑熱は、1984 年に徳島県で初めて報告され, 近年増加

傾向にあり 2017 年以降年間 300 例以上の報告がされている。近年では、東日本での検出報告

もされていることから、今後も調査を継続する必要があると考えられる。日本紅斑熱は犬における

病原性は不明であるが、ペットに付着したダニにかまれた事例もあることから調査を継続する必要

があると考えられる 5)。 

 本研究では、遺伝子検査による病原体の検出を目的としたが、遺伝子検査は検体採取時点で

の病原体保有を示すものある。一方、抗体検査は抗体価の上昇が長時間持続するため、過去の

感染について調べることができる特徴がある国立感染症研究所の報告によると、SFTS ウイルス

の国内調査で、ニホンジカの抗体陽性率と患者数には正の相関関係があるとされている 6)。した

がって、今後は病原体の遺伝子検査に加えて抗体検査を行っていく必要があると考えられる。 

SFTS は急激に重症化し致命率の高い疾患であり、猫や犬などの愛玩動物から飼い主等への

二次感染も起こり得るため、SFTSv の状況を把握することは極めて重要である。日本紅斑熱は、 

患者数が増加し続け, 発生地域も拡大し続けていることから、公衆衛生学的な対応につながる実

態調査は必須であると考えられる。今後も、継続して愛玩動物における SFTSv や日本脳炎など

のダニ媒介性疾患について調査を実施し、それら感染症の感染防止の啓発を行っていく予定で

ある。 
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【経費使途明細】 

              使  途 金 額 

検体採取・保存容器 

遺伝子解析用品 

マイクロピペット用チップ 

遺伝子解析用品 

PCR 関係用品 

50,000 円 

90,000 円 

50,000 円 

65,000 円 

45,000 円 

合  計 300,000 円 

大同生命厚生事業団助成金 300,000 円 

 

 


